
平成２７年度事業報告について 

（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日） 

（特定非営利活動に係る事業） 

【１．特定非営利活動に係る事業】 

（１） 事業の成果 

「地球温暖化対策の推進に関する法律」第２４条の規定に基づき、川崎市において設置された「川

崎市地球温暖化防止活動推進センター」（以下、「川崎市センター」という。）を、公募審査により指定

を受けた第２期の２年目として、「基盤形成事業」「うちエコ診断事業」のほか、「かわさきスマートラ

イフ推進コンソーシアム事業」では、「ソーラーシェアリング」という難しい分野にも再度挑戦した。

また、環境出前事業を始めとしてＥＳＤ（持続可能な教育）にも積極的に取り組んだ。自主事業とし

てＣＣかわさき交流コーナーフリースペースを利用しての「月替わりテーマ展示」「エコぷらっとＣ３」

等、環境保全に係る普及啓発及び相談助言、多様な主体間の連携推進、行政とその他主体との協働の

推進等にも注力し、実施した。 

（２） 事業内容 

１）環境保全に係る普及啓発及び相談助言 

① 交流コーナーを活用した相談対応、普及啓発等に係る業務（地球温暖化対策協働推進に関す

る業務事業） 

内 容 交流コーナー管理運営、地球温暖化対策に関する情報・資料・機材等の提供、交流

コーナーを活用した普及啓発など 

日 時 ２０１５年４月１日～２０１６年３月３１日（通年） 

場 所 ＣＣかわさき交流コーナー 従事者人員 １１人 

対象者 川崎市民 支 出 額 ６，９１２千円 ＊１ 

 注）＊１＋＊２＋＊３＋＊４＋＊５＝１２，２２８千円 

 

② 低炭素ライフスタイル構築に向けた診断促進事業 

内 容 うちエコ診断実施機関として認定、うちエコ診断士の登録・研修、各家庭における

温室効果ガス排出状況に応じた個別アドバイスなど 

日 時 ２０１５年４月１日～２０１６年３月３１日 

場 所 川崎市内 従事者人員 ２０人 

対象者 川崎市民、東京都民 ６２家庭 支 出 額 ５９４千円 

      

③ エコぷらっとＣ３事業（地球温暖化対策協働推進に関する業務事業） 

内 容 川崎市施設及び工場見学会、市民と企業（事業者）による連携推進 

日 時 ２０１５年８月３日、１０月７日 

場 所 川崎市内、東京電力、日本貨物鉄道 ほか 従事者人員 １０人 

対象者 川崎市民（親子、他） 支 出 額 １００千円 ＊２ 



④  二酸化炭素排出抑制対策事業 

内 容 地球温暖化対策に関する情報・資料・機材等の提供、地球温暖化対策に関する相

談・普及啓発など 

日 時 ２０１５年６月２日～２０１６年２月２９日 

場 所 ＣＣかわさき交流コーナーほか 従事者人員 １１人 

対象者 川崎市民 支 出 額 ２，８７９千円  

 

⑤ エコドライブ講習会実施事業 

内 容 エコドライブ講習会（座学、実車講習）の実施 

日 時 ２０１５年６月～１１月 

場 所 市内事業者、向ヶ丘自動車学校 ほか 従事者人員 ３人 

対象者 川崎市内事業者 支 出 額 １５５千円  

 

 

２）環境保全活動を行う個人・団体の支援並びに交流及び連携の推進 

① 推進員の活動支援等に関わる業務（地球温暖化対策協働推進に関する業務事業） 

内 容 推進員研修・交流会の開催、データベース作成など 

日 時 ２０１５年４月１日～２０１６年３月３１日（通年） 

場 所 ＣＣかわさき交流コーナー、高津市民館ほ

か 

従事者人員 ３人 

対象者 川崎市地球温暖化防止活動推進員 ７８人 支 出 額 １，８８２千円 ＊３ 

   

② 地域における地球温暖化防止実践活動の推進に係る業務（地球温暖化対策協働推進に関する

業務事業） 

内 容 プロジェクト連絡調整会議開催運営、モデル事業への支援、イベント参加時の協力 

日 時 ２０１５年４月１日～２０１６年３月３１日（通年） 

場 所 ＣＣかわさき交流コーナー、川崎市内各イ

ベント会場 

従事者人員 １１人 

対象者 川崎市民、川崎市地球温暖化防止活動推進

員プロジェクトグループ 

支 出 額 ２，１０９千円 ＊４ 

    

③  二酸化炭素排出抑制対策事業 

内 容 川崎市内の環境活動市民団体冊子配布、ホームページでの紹介 

日 時 ２０１５年６月２日～２０１６年２月２９日 

場 所 ＣＣかわさき交流コーナー 従事者人員 ４人 

対象者 川崎市民 支 出 額 １、２８０千円 



 

④  世田谷区省エネポイント事業 家庭のエコ診断支援業務事業 

内 容 「世田谷区省エネポイント事業」に対するうちエコ診断士派遣 

日 時 ２０１５年１１月１日～２０１６年１月３１日 

場 所 世田谷区内 従事者人員 ６人 

対象者 世田谷区民 支 出 額 １５８千円 

 

 

３）多様な主体間の連携推進、行政とその他主体との協働の推進 

① 地球温暖化防止活動ネットワーク連携強化に係る業務（地球温暖化対策協働推進に関する業

務事業） 

内 容 ＣＣ川崎エコ会議、川崎市地球温暖化防止活動推進センター運営会議の運営・開催

補助、ＣＣかわさきホームページの運営、メールマガジンの発行など 

日 時 ２０１５年４月１日～２０１６年３月３１日（通年） 

場 所 ＣＣかわさき交流コーナー、川崎市役所、

てくのかわさきほか 

従事者人員 ３人 

対象者 ＣＣ川崎エコ会議メンバー、川崎市民 支 出 額 １，２２５千円 ＊５ 

 

②  地球温暖化対策啓発イベント事業 

内 容 「夏休み！たまエコフェスタ」の企画・運営・開催、地球温暖化対策パネル展 

日 時 ２０１５年８月５日、５月～２０１６年３月（月１回） 

場 所 多摩区役所 従事者人員 ３人 

対象者 川崎市民（多摩区民） 支 出 額 ２２６千円 

 

③ かわさきスマートライフ推進コンソーシアム事業 

内 容 ソーラーシェアリングにおけるＣＯ２削減結果の効果検証 

日 時 ２０１５年４月１日～２０１６年３月３１日（補助期間：７月１６日～２月２８

日） 

場 所 川崎市内 従事者人員 ４人 

対象者 川崎市民 支 出 額 １，２９７千円 

 

④  雨水貯留槽設置助成金事業 

内 容 川崎市内の家庭における雨水貯留槽設置に対する助成金支給 

日 時 ２０１５年４月１日～２０１６年３月３１日 

場 所 川崎市地球温暖化防止活動推進センター 従事者人員 １１人 

対象者 川崎市民 ３２家庭 支 出 額 ３，０００千円 



 

⑤  かわさき環境フォーラムの開催 

内 容 市民・事業者・学校・行政が一同に会して行う各種交流、大人も子どもも学べる、

楽しめる環境出前授業や環境体験工作などを実施した。 

日 時 ２０１５年１２月５日 

場 所 高津市民館１１階、きらりデッキ、 従事者人員 １１人 

対象者 川崎市民  支 出 額 １，０４１千円 

 

４）環境学習・環境教育の企画運営及び環境保全活動の指導者育成 

① 川崎市地域環境リーダー育成講座企画運営業務 

内 容 全講座の企画・運営・実施及び修了後のスキルアップ・交流会開催など 

日 時 ２０１５年６月～１１月（全１０回） 

場 所 高津市民館、ほか 従事者人員 ８人 

対象者 川崎市民 受講生９名 支 出 額 １，０１２千円 

    

②環境総合研究所における環境科学教室実施に関わる業務 

内 容 講座の企画・運営・実施など 

日 時 ２０１５年７月～２０１６年２月２９日 

場 所 川崎市環境総合研究所、川崎市内 従事者人員 ５人 

対象者 川崎市内小学生、親子、市民 支 出 額 １，０８７千円 

 

③「環境ゲームでＳＴＯＰ地球温暖化！！」「川崎市内の環境の取り組み」を使った出前授業 

内 容 講座の企画・運営・実施など 

日 時 ２０１５年７月６日、１０日、１４日、１０月１日、２６日、２７日、２８日、２

９日、１１月５日、９日、１２日、１２月３日、１５日、１７日 

場 所 川崎市内小学校 従事者人員 ３人 

対象者 川崎市内小学生 支 出 額 ０円 

    

④ＥＳＤ 地域プログラムの学校等における実証に関わる業務 

内 容 地域プログラムの学校等における実証の企画・運営、ワークショップ開催補助など 

日 時 ２０１５年７月１０日～２０１６年２月１０日 

場 所 てくのかわさき、高津市民館、川崎市内小

学校 

従事者人員 ６人 

対象者 川崎市民 支 出 額 １３９千円 

   

 



⑤うちエコ診断士養成研修に関わる業務 

内 容 うちエコ診断士の養成研修など 

日 時 ２０１５年７月～８月 

場 所 川崎市内、関東圏域、大阪府 従事者人員 ２人 

対象者 うちエコ診断士予備メンバー 支 出 額 １１６千円 

   

⑥ＩＰＣＣリポートコミュニケーター養成に関わる業務 

内 容 ＩＰＣＣレポートコミュニケーター募集・養成サポートなど 

日 時 ２０１５年９月２５日～２０１６年３月１４月 

場 所 川崎市内 従事者人員 ２人 

対象者 川崎市地球温暖化防止活動推進員 支 出 額 ３０千円 

 

５）環境保全に係る調査研究及び情報提供 

①  学校施設適正利用推進事業 

内 容 学校施設適正利用調査、アドバイスなど 

日 時 ２０１５年１２月１７日～２０１６年３月３１日 

場 所 川崎市内小学校 従事者人員 ６人 

対象者 川崎市民、教育委員会 支 出 額 １，５５４千円 

 

 

６）行政や社会への提案・助言 

①ＥＳＤ 地域プログラムの学校等における実証に関わる業務 

内 容 地域版ＥＳＤプログラムの提案 

日 時 ２０１５年２月 

場 所 川崎市内 従事者人員 １人 

対象者 学校関係者、川崎市民 支 出 額 ０円 

 

 

 

【２．その他の事業】 

  今年度は、実施に至らなかった。 

 


